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設置要領Ⅰ．施工要領 ガソリントラップ

１．目 的・概 要

外部に設置するガソリントラップなどで、設置時のガソリントラップ本体の損傷や周囲の不等沈下と
思われる排水勾配不良が発生する場合がある。ここでは、ガソリントラップ本体の設置要領及び沈下
対策例を紹介する。

２．施工手順および注意ポイント
（１）ガソリントラップ一般施工例(図-1)

①設置場所の地盤沈下を確認する。
②地山部分が、軟弱地盤ではなく沈下の恐れの
ない場合は、掘削底を極力荒らさず本体の大
きさに合せて掘削する。

③割ぐり石を敷き、切込砂利を十分突き固めた
後、捨コンクリ－トを100mm程度打つ。

④流入、流出管の向きを確かめて、本体を据え
付ける。

⑤レベル調整・芯出しを行う。
⑥流入、流出管の接続はシ-ル剤を使用し、確
実に行う。

注意 1)本体設置後はマンホ－ル、コンクリ－
トパネル等で本体に蓋をする。

2)本体内のトラップ管に強い衝撃を与え
たり、上に乗ったりしない。

3)本体内のカップ受け部や仕切板の上に
乗ったりしない。

⑦埋め戻しを行う際は砂を使用、転圧充填しな
がら圧密に埋め戻しする。
この時、槽内に水を溜めながら行う。

⑧設置周辺に重圧がかかる場合は、埋め戻しを
コンクリ－トで行い、鉄筋等で堅固に固める
この時、槽内は圧力により内側にたわまない
ように張木を施すなどの処置をする。

⑨本体とマンホ－ル枠が別枠型（嵩上げ式）の
場合は受け枠を仕上げレベルに合わせて設置
するこの時、床仕上げを行う前にマンホ－ル
蓋をマンホ－ル枠に設置して、マンホ－ル蓋
が容易に外せることを確認する。

⑩嵩上げ部をコンクリ－ト施工する場合は、コ
ンクリ－ト圧によって内側がたわまないよう
張木を施すなどの処置をする。

（２）ガソリントラップ沈下対策施工例(図-2)

軟弱地盤で沈下が予想される場合の一例を示す。
①沈下の恐れの無い構造躯体よりガソリントラ
ップ本体を支持する床を設け、沈下を防止す
る。

②接続される配管は、構造躯体より支持（ブラ
ケット）を取る。支持が取れない場合は、地
盤と同様に沈下が予想するため、固定側との
沈下差を吸収する設備（排水管フレキ）を考
慮する。

図－1 ステンレス製ガソリントラップ埋設型 施工例
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図－2 ガソリントラップ埋設型 沈下対策施工例
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５．問い合わせ先

　大 阪 支 店：TEL 06(6203)9745  FAX 06(6203)0017
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３．地中埋設・パイプ導入型ステンレス製ガソリントラップ
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(注）図中 上 中 下 は流入管方向、イ ロ ハ は流出管方向を示す。

(注）図中 上 中 下 は流入管方向、イ ロ ハ は流出管方向を示す。

※ＦＲＰ製ガソリントラップ設置にて特に
注意をする点を下記する。

1)ＦＲＰ本体から飛び出している配管継手は、
塩ビ製であるので、流入管・流出管の取付け
は塩ビ専用の接着剤を用い確実に差し込む。

2)ＦＲＰ製はステンレス製に比べ、埋め戻し時
の土圧に弱いので、槽内に張木を施すなど本

体がたわまいなよう注意する。

3)本体に強い衝撃を与えない。

※駐車場等、重荷重が掛る場所に設置する
場合、特に注意をする点を下記する。

1)マンホール枠・蓋は荷重に合った耐荷重仕様
のマンホールを選定する事。

2)荷重がガソリントラップ本体に掛らない様
マンホール枠をコンクリート構造に強固に
固定する。
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